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1

簡單 なる石英:又は稍子製の壓力指示計に就て.

堀 場 信 吉

一 般 に 氣 體 の 壓 力 の 測 定 に 於 て は永 銀 又 は 其のf也 適 當 の 液 饅 壓力

計 を 用 ゐ るの が 普 通 で あ る・ 特 に親 墾測 定 の搗 合 に は 瓦斯 壓縮 壓 力

計 又 は 金 屬 製 搬 條黶 力 計 等 が 組 ゐ らオしる。 然 しな か らこれ 等 の壓 力

測 定 法 に於 て は 測 定 せ ん とす る氣 髏 が壓 力計 に使 用 す る液 磁 夊 は容

器 に 直 接 接 觸 す る もの敬 其 の 爾 者 の 間 に 化 學 反 匪 を 生す る揚 合 に は

此 等 の 歴 力 計 は 使 用 す る事 か 田 來 ぬ。 又 一 定 の 温 度 に於 て 歴 力 を測

定 せ ん と欲 す る時 此 等 の 普 通 の 壓 力 計 は 形 の 上 か ら恒 温 檣 の 内に 入

れ る事 が 出 來 な い。 從 つ て 壓 力 計 を 恒 温槽 の外 に置 く時 は 多 大 のD3

adepaeeを 生 じ る。5C氣thが 凝 縮 す る揚 合,例令 ば 室 温 以 上 の 温 度 の 蒸

氣 壓 の 測 定 の 如 き これ 等 の 普 通 の壓 力 計 は絶 對 に 用 ゐ る事 は 不 可 能

で あ る。 此 の 如 き揚 合 に は測 定 せ ん とす る系 を 石 英5ζ は硝 子 の 容 器

に 閉 ぢ,これ に壓 力指 示 計 を 付 し其 の.指示 計iPZeroinstrumentと して 指

示 計 の 外壓 を普 通 の 壓 力計 にて 測 定 す る那 に よ り 目的 か逹 せ られ る。
くつ

此 の 如 き測 定 法 は 最 初Joliensoi'iに よ り硝 子 撥 傑 マ ノ メ ー ター と して

くの

製 せ られ後llO[leiltSteii吸び 片IU博 士 が 石 英 にて 製 作 しt;。 其 の形 の 大

略 は 第 一 圄 に示 す様 で あつ て測 定 せ ん とす る系AE外 ・側Bと の 壓 力

等 し き時 の 鏡 の 位 置 をZeroと して系 の壓 力 の 變 化 に 俘 ひ外 側Bの 壓

YjSe變 じ鏡 の 位 置 を 斷 へづZcro位 置 に 保 つ樣 にす る。 而 しτBの 壓

力 を普 通 の 歴 力 計 に て測 定 す る事 に よ りAの 歴 力 を知 る事 ガ 出來 る,

この 方法 は極 めて 便 利 で 應 川 の廣 い もの で あ るが 上 述 の撥 條壓 力

(1)7s,phys.ohem.gl.957.(1905)

(3)7s.haektaaehem.15.2i4.(1909)
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第 一』固
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懸 力 に調 節 し得 る裝 置.に接 綾 せ.しめ る。

テニるll寺の指 針Dφ 位 置 を%ernpointと す る。

普 蓮 β讐 の 外 側 の 前 後 に"ψ の楼 な る黒 線 をljlいY.$A(片 を はa,其 の

二 つ の 黒 線 と指 針Dと が 一 李 面 に な る1Rに す る。 孝 は 宛分 肉 眼 で 調

繍 が 出.來.る。Acな る撥 條 渉 充分 鋭 敏 に 禺來 て 居 るhiに は1/1(hn.m

の座 力 差 がA,Bの.間 に 生 じ仁 「寺.Dの 指 針 が明 か に 變 位 す る事 か 肉眠

指 示 計 は 其 の 製 作 ガ 困 難 で あ り皿 つ 形 が 大 き く.なり過
く　コ

ぎ や す き 鴃 點 が あ る。 其 に はJack50nが は じ め て 川 あ

ロコ

裏 形 の もの をSm齒 が改 良 して燐 の 蒸 氣懸 測 定 に 川 ゐ,
マの

著 者 堀 揚 か 之 を石 英 にて 作 つ て 砒 素 の 蒸 氣 壓 測 定 に角

ゐナニもの が 極 め て 熨 利 で あ る。 著 者 は:其の 後 この壓 力

揃 示 計 に幾 分 の改 良 を 加 へ てPt∫f;の 温 度 の 範 圍 は零 鼬

下 任 意 の 温 度 よ り1250℃ 附 近 まで 歴 力 は水 銀 柱2/100

m.囮 よ り約60氣 隧 まで 自 山 に測 定 し得 らるSも の とな

した。.次 に 其 の 指 示 計 の 形 並 に使 觚 法 の 大略 を逋 べ 様

ふ。

座 力 指 示 計 の 大髄 の 形 は 第 二 囲 に示 す 憬 の もの で あ

つ て5eo。C以 上 の測 定 に は.石英.管 で 製 作 し巽 れ 燉 下 に

あ つ て はJenaの 硬 質 硝 子 叉 は米 國 のP∫rex稍 子 にて

製 作 して 充 分 で あ る。Aは.測 定 せ ん とす る系 の 容器 で

測 定 の 目的 で 任 意 の 形 にす れ ば よい。Cは 孚 月 形 の 撥

傑 で あ りDは 指 針で あ る。Bは 外 管 でEに よ り任 意 の

△ 及 びBを 共 に 眞室 に な し

其 の 位 置 を 定.め る には

(1)J,ChemSoa.,gg,1GGG(1G--J

(2)Z5・phy匡Chom・.91.24S(iatc)

(3)Z5.1}llア8.oham.、1()6、295(19381)
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第 二 圖

E
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もの でD,Fの 相 對 位 置 でZerapo'ntを 定 め る。

・勵 ・蝦 斎 毒 一 の贓 か・之・闇 畷 位・よつて朏

す 事 がitsる.外 厠 の 歴 力 の'測.定に はGelのGに τ 示 す 楼 の 水 銀 示 差

黶.力計 を 川 ゐて 測 定 を す る。 此 の水 銀 示 差 歴 力 計 で 晋 逅壓 ヵ1ま約
5

繭 ㎜ まで よ め る・

で 認 め られ る。(石 英 製 の.撥條 は 極 めて 敏 感 な

る もの を 作 る事 は や Σ困難 で 膂 通 その 敏 感度

は11L)rnm位 に な る)か くの 如 き指示 計 でDを

常 にZeropohitに あ る携…に外 管Bの 壓 を 調 節

す る事 に よ りA内 の壓 を 任 意 の 温 度 に於 て 測

定 が 出來 る。Eに 接 績 す る匪 力 震.1・は4氣 壓 ま

で は普 邁 水銀 壓 力 計 が 充 分 に使 川 出 來 其 れ 以

上10氣 壓 位 まで は 空氣 壓 縮 壓 力 計 を 用 ゐ るが

便 利 で あ()其 以 上 數 十 氣壓 の測 定 に は 本 誌 古
ごい

谷 踰 文 に示 し九 る樶 の 金秘 製撥 條黶.力 計 を 使

用 す る。

低歴 の 測 定 に 向つ て の 指 示 計 の 敏 感 度 を 」曾

加 せ しめ る爲 め著 者 は次 の 様 な改 造.を 行 つ た。

第 三 鬪.〔1〕に示 す 如 く1璽力 指 示 計 の 上 端D指 針

の あ る處 に外 管 に附 若 せ る別 の 揃 針Fを 設 け

硝 子 製 窓WW'を 麺 しD,F兩 指 針 の影 を働 に

示 し九 様 に.して4-5メ ー トル隔 つ た 壁 .の上 に

投 影 す る。 指 針Fは 壓 力 指 示 計 の 位 置を 示 す

此 の 方 法 でAとBと

.ー

層
1

1

i

凸

(ユ)本 韓 6頁
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上 迺 め 如 き石 英 反 はGiif製 の 撥 條 壓 力 柵 力 揃 示 計 を 使 用 して著 者

並 に.著者 の 實驗 室 に於 て 現 花 まで 研 究 の 完 成 し九 もの は次 の嬢 で あ

る

堀 掲 コ

堀 揚・ 井 上=

'.村 岡=

堀 揚・ 馬 揚3

吉 本3

金 屬 砒 棄 の 蒸氣 壓 測 定

Z酌phye・(:hem,10629δ(亅923)

三 沃 化砒 素 の蒸 氣 甌 測 定

{大幸 先 生 記念 論 文 集 掲 載 の 豫 定)

三 籃 化 ア ンチモ ンの 蒸氣 壓 測 定

{大幸 先 生 記念 論 集 掲 載 の 豫 定)

鹽1ヒ ナ トリウ ム及 び 盛 化 カ リウ ムの

蒸 氣 壓 測 定(近 日發 表}

梓脳 の 蒸 氣 壓測 定 『

一(272)二
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(iL日 發 表[

濃 厚 水 溶 液 の蒸 氣 壓 測 定 第 一 報

体 誌本 輯6頁}

金 屬 ニ ツク ルの 接 觸 作 用 に よ る

一 酸 化 淡 素 の分 解 速 度

G匡 日發 瀏

水 蒸 氣 と盟 化水 素 .との 瓦 斯 系 に於 け る反 應

(1:幸 朱 生記 念enoee:文集 に掲 載 の 豫 定)

鹽 蓋 及 び 水 素m光 化 學 的 結 合

体 誌 第 二 韓1頁)

(5)

古 谷:

堀 掲・ 李:

四 手 井=

掘 端・ 市 川:

昭和二年 六月 京都帝 國大學

物理 化學研究 室に於て

1

1
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